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通
常
議
員
総
会
で
あ
い
さ
つ
す

る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
（
中

央
）
�
７
月
３０
日
、
大
商

【
は
じ
め
に
】

役
員
・
議
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ
り
大
阪
商
工
会
議

所
の
事
業
活
動
に
格
別
の
ご
高

配
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
す
前

に
、
私
か
ら
、
今
後
の
大
阪
商

工
会
議
所
の
事
業
展
開
や
組
織

運
営
に
あ
た
っ
て
の
所
信
を
申

し
あ
げ
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご

理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

次
期
中
期
計
画
を
策
定
す
る

節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
の

で
、「
万
博
」「
大
阪
」「
企
業
」

に
加
え
て
、
運
営
方
法
と
し
て

の「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」「
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
も
、
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
万
博
】

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
日
で

総
入
場
者
数
は
１
４
０
０
万
人

と
な
り
、
と
に
も
か
く
に
も
成

功
に
向
け
て
、
一
歩
前
に
歩
ん

で
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

産
業
革
命
と
資
本
主
義
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
世
界
に
紹
介
し

た
１
８
５
１
年
第
１
回
ロ
ン
ド

ン
万
博
以
来
、
万
国
博
覧
会
は

世
界
最
大
の
見
本
市
で
あ
り
、

世
界
最
大
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
あ
る
こ
と
は
、
全
く
変
わ
ら

な
い
と
改
め
て
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、大
阪
商
工
会
議
所
が
、

今
万
博
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
次
の

時
代
に
い
か
に
引
き
継
ぐ
べ
き

か
？

そ
れ
は
大
き
な
課
題
で

す
。ま

ず
は
、
大
阪
商
工
会
議
所

が
企
画
運
営
を
担
う
『
大
阪
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
の
リ
ボ

ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
集
う
４
３

３
社
の
企
業
と
、
そ
れ
に
続
く

企
業
の
支
援
』
が
あ
り
ま
す
。

展
示
の
例
で
は
、

▽
病
変
部
位
を
自
動
追
跡
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
技
術
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
手
術
が
で
き
る
医
療
サ
ポ
ー

ト
器
具

▽
『
大
腸
が
酸
素
を
取
り
込

む
力
』
を
活
か
し
、
腸
に
酸
素

を
送
り
込
み
、
重
い
肺
炎
を
お

こ
し
た
患
者
の
呼
吸
、
未
熟
児

の
呼
吸
を
助
け
る
医
療
機
器
。

▽
電
磁
力
の
力
で
浮
く
こ
と

で
、
介
護
や
福
祉
分
野
へ
の
応

用
も
期
待
で
き
る
『
宙
に
浮
く

靴
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
大
阪
に

必
要
な
も
の
は
、
大
阪
商
工
会

議
所
３
万
会
員
の
、
こ
ん
な
情

熱
と
意
思
を
持
っ
た
起
業
家
精

神
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
溢
れ
た
人
々
へ
の
支
援
で

す
。そ

の
実
現
の
た
め
、
大
阪
、

京
都
、
神
戸
の
３
商
工
会
議
所

が
連
携
し
、
一
貫
し
て
支
援
す

る
枠
組
み
、
い
わ
ゆ
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
創
設
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

３
商
工
会
議
所
合
わ
せ
て
５

万
５
千
社
に
の
ぼ
る
会
員
企
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活

か
し
、「
共
創
」
す
な
わ
ち
「
共

に
つ
く
る
」
の
考
え
の
下
、
具

現
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
大
阪
】

私
は
毎
月
開
か
れ
る
日
本
商

工
会
議
所
の
正
副
会
頭
会
議
に

出
席
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時

に
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合

会
長
・
札
幌
商
工
会
議
所
会
頭

の
岩
田
さ
ん
、
東
北
・
仙
台
の

藤
�
さ
ん
、
中
国
・
広
島
の
池

田
さ
ん
、
か
ら
い
つ
も
出
る
の

は
、
東
京
へ
の
人
口
流
出
が
止

ま
ら
な
い
と
い
う
悲
痛
な
話
で

す
。確

か
に
東
京
へ
行
く
と
、
都

心
の
ど
こ
か
で
数
千
億
円
規
模

の
再
開
発
を
や
っ
て
い
る
。
六

本
木
ヒ
ル
ズ
、
う
め
き
た
が
年

１
、
２
個
増
え
て
い
る
勢
い
で

す
。東

京
の
就
業
者
の
う
ち
大
企

業
に
勤
め
る
人
口
比
率
は
６０
％

で
す
。
若
い
人
が
大
手
企
業
に

勤
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
東
京

に
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
確

か
に
東
京
と
い
う
都
市
が
イ
コ

ー
ル
日
本
に
な
っ
た
。
そ
し
て

実
際
、
東
京
の
人
々
は
そ
う
信

じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
一
方
で
、
私
は
「
失

わ
れ
た
日
本
の
３０
年
」
の
原
因

は
、「
東
京
一
極
集
中
」
も
要
因

の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
思
い
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
日
本
か
ら
多
様
性

を
奪
い
、
総
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

し
て
、
自
主
独
立
の
企
業
家
精

神
を
失
う
過
程
で
し
た
。

で
は
、
大
阪
と
は
何
か
、
大

阪
の
強
み
と
は
何
か
、
大
阪
商

工
会
議
所
の
職
員
と
、
外
部
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
加
わ
っ
て
中

期
計
画
検
討
に
向
け
、
大
阪
の

強
み
、
価
値
を
ブ
レ
ー
ン
ス
ト

ー
ミ
ン
グ
・
言
語
化
し
た
結

果
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
で
て

き
ま
し
た
。

▽
お
上
か
ら
言
わ
れ
て
で
き

た
ん
じ
ゃ
な
い
、
自
分
た
ち
で

つ
く
っ
て
き
た（
商
人
の
ま
ち
）

▽
東
京
が
合
理
性
な
ら
、
大

阪
は
文
化
性
非
合
理

▽
先
に
ギ
ブ
す
る

▽
多
様
性
と
か
、共
創
と
か
、

大
阪
的
に
言
う
と
、
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
�
�
�
も
し
く
は
カ
オ
ス
・

ク
レ
イ
ジ
ー

▽
大
阪
は
世
界
基
準
、
グ
ロ

ー
バ
ル
目
線
と
、
負
け
ん
気

▽
お
も
ろ
か
っ
た
ら
許
さ
れ

る
▽
お
せ
っ
か
い
と
い
う
名
の

共
助
精
神
。

ま
た
、
繊
維
部
会
で「
共
創
、

共
に
つ
く
る
」
が
議
論
さ
れ
た

結
果
も
あ
り
ま
す
。

▽
遊
ぶ
よ
う
に
仕
事
を
楽
し

む
▽
所
属
を
越
え
る
・
離
れ
る

場
▽
メ
デ
ィ
ア
等
の
世
間
の
注

目
▽
み
ん
な
が
共
感
す
る
未
来

を
考
え
る
機
会

▽
ｎ
ｏ
ｔ
目
先
の
利
益

▽
シ
ナ
ジ
ー
を
実
感

▽
人
材
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
▽
や
わ
ら
か
な
つ
な
が
り

▽
業
界
内
外
の
未
知
の
出
会

い
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
頭
で
考
え
て
も
、
な
か
な

か
分
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。万

博
で
多
く
見
ら
れ
る
現
代

美
術
が
ぱ
っ
と
分
か
る
豊
か
な

想
像
力
、直
感
力
が
大
切
で
す
。

こ
れ
は
東
京
的
な
…
…
と
い

う
の
は
偏
見
で
す
が
、論
理
性
、

上
か
ら
目
線
、
か
し
こ
ぶ
る
こ

と
と
正
反
対
の
「
大
阪
思
考
」

で
す
。

こ
れ
こ
そ
が
大
阪
の
強
み
で

あ
り
、
総
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
と

は
正
反
対
の
も
の
で
す
。

今
、
現
代
の
よ
う
に
不
確
実

性
が
高
ま
り
変
化
の
速
い
現
状

で
は
、
大
阪
的
な
豊
か
な
想
像

力
、
直
観
力
、
や
わ
ら
か
さ
が

重
要
で
す
。

ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
、
デ
ィ
ー

ル
、
ト
レ
ー
ド
か
ら
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
革
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
企
業
・
中
小
企
業
問
わ

ず
、
生
産
性
の
向
上
が
さ
け
ば

れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
従
来
か

ら
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
で
ず
っ
と

言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変

革
は
５
Ｇ
か
ら
６
Ｇ
、
Ａ
Ｉ
か

ら
量
子
Ａ
Ｉ
、
光
半
導
体
、
デ

ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
加
速
度
的

で
す
。

流
通
の
改
革
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
変
革
（
物
流
の
需
要

供
給
・
在
庫
管
理
）
か
ら
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
宣
伝
広
告
ま

で
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

経
営
者
は
、
頭
で
考
え
る
だ

け
で
な
く
、
直
感
的
に
つ
か
ま

え
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
大
阪
の
強
み
、
た

ぐ
い
ま
れ
な
大
阪
の
力
だ
と
思

い
ま
す
。

【
中
期
計
画
】

大
阪
の
企
業
も
、
大
阪
商
工

会
議
所
も
、
２
０
２
５
年
大
阪

・
関
西
万
博
が
終
わ
り
、一
方
、

世
界
は
政
治
・
経
済
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
変
動
の
さ
な
か
、「
変

革
と
再
生
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

べ
き
時
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
総
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
た

り
、
大
企
業
病
に
陥
っ
た
り
、

い
わ
ゆ
る
お
役
所
仕
事
化
に
陥

っ
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
わ
た
し
は
昨
年
３
月

に
「
共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

今
テ
ー
マ
は
６
つ
に
集
約
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

は
大
商
職
員
と
会
頭
会
社
の
ス

タ
ッ
フ
が
共
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ

う
な
形
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
次
期
中
期
計
画
」
に
お
い

て
は
、
そ
の
「
共
創
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
」
を
さ
ら
に
深
く
広
く

し
つ
つ
、
会
議
所
全
体
を
包
む

仕
組
み
と
し
て
、「
８
０
８
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
８
０
８
」
と
は
、
江

戸
時
代
よ
り
、
大
阪
の
町
方
自

身
が
橋
を
架
け
、
人
の
往
来
と

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
浪

速
・
な
に
わ
大
阪
の
「
難
波
八

百
八
橋
」
に
由
来
し
ま
す
。

橋
は
様
々
な
人
と
人
、
人
と

未
来
の
「
出
会
い
の
舞
台
」
で

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
「
８
０
８
共
創
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
、
想
い
の
あ

る
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

参
加
し
て
総
合
力
を
生
み
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
・
知
・
産

業
を
つ
な
ぐ
�
現
代
の
橋
づ
く

り
�
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
共
創
」「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」「
８
０

８
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
言
葉

が
新
し
く
出
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
も
ふ
ま
え
、
今
後
、

中
期
計
画
を
、
副
会
頭
、
役
員

・
議
員
の
皆
様
と
と
も
に
検
討

し
て
い
き
た
く
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
】

会
員
の
大
多
数
を
占
め
る
の

は
、
中
小
企
業
、
町
工
場
、
小

規
模
事
業
者
で
あ
り
、
大
商
活

動
の
基
礎
は
、
会
員
皆
さ
ん
の

「
経
営
基
盤
強
化
」
で
す
。

「
事
業
再
生
」
や
「
事
業
承

継
」、「
マ
ル
経
」、「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」
の
相
談

な
ど
本
来
の
商
工
会
議
所
事
業

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

経
営
指
導
員
を
中
心
に
企
業

の
現
場
を
回
る
約
１
０
０
人
の

大
商
の
職
員
が
、
個
々
の
企
業

の
実
態
を
ふ
ま
え
た
、
よ
り
丁

寧
な
伴
走
支
援
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
本
部
・
支
部
あ
げ
て
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
結
び
に
】

共
創
と
言
う
の
は
、
結
局
突

き
詰
め
る
と
、実
行
で
き
る『
人

材
力
』、『
人
間
力
』
に
尽
き
る

で
し
ょ
う
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
３
万

も
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
私
の
所
信
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
７
月

３０
日
、
第
５
回
通
常
議
員
総

会
を
大
商
で
開
い
た
。
２
０

２
４
年
度
の
事
業
報
告
書
案

と
決
算
書
案
、
お
よ
び
定
款

の
一
部
変
更
案
が
、
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
３

号
議
員
と
常
議
員
の
補
欠
選

任
が
行
わ
れ
、
３
号
議
員
６

人
、
常
議
員
６
人
が
選
任
さ

れ
た
。

◇

総
会
の
冒
頭
で
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
大
商
の
鳥
井
信
吾

会
頭
は
、「
�
万
博
を
通
し
て

醸
成
さ
れ
た
企
業
人
の
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
の

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
次
の

大
阪
・
関
西
の
活
性
化
に
活

か
す
�
東
京
一
極
集
中
の
打

開
に
向
け
、
大
阪
の
強
み
で

あ
る
『
共
創
』
を
活
か
し
た

次
期
中
期
計
画
の
策
定
�
経

営
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中

小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
の

３
点
に
注
力
し
た
い
」
と
所

信
を
述
べ
た
。

議
案
の
審
議
で
は
、
２
０

２
３
年
度
〜
２５
年
度
の
中
期

計
画「
挑
戦
都
市
や
っ
て
み

な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
実
施
し
た
２４
年
度
の

事
業
報
告
書
案
と
そ
れ
に
伴

う
決
算
書
案
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
弁
理
士
法
や
刑

法
の
改
正
等
に
伴
う
大
商
定

款
の
一
部
変
更
案
が
承
認
さ

れ
た
。

続
い
て
、
３
号
議
員
と
常

議
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ

れ
、
岡
広
史
氏
（
伊
藤
忠
商

事
常
務
理
事
）、北
尾
裕
一
氏

（
ク
ボ
タ
代
表
取
締
役
社

長
）、
桑
原
道
氏（
カ
ナ
デ
ビ

ア
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）、
嶋
田
泰
夫
氏（
阪
急
電

鉄
代
表
取
締
役
社
長
）、清
水

博
氏
（
日
本
生
命
保
険
代
表

取
締
役
会
長
）、水
戸
信
彰
氏

（
住
友
化
学
代
表
取
締
役
社

長
）
が
３
号
議
員
お
よ
び
常

議
員
に
選
任
さ
れ
た
。

�特集�２０２４年度事業報告 �
�特集�万博 大阪ヘルスケアパビリ
オン「リボーンチャレンジ」～サステ
ナブルに基づく繊維・ファッション産
業の未来共創プロジェクト～ �

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井

信
吾
会
頭
は
７
月
１８
日
、
大

阪
・
関
西
万
博
で
９
月
に
実

施
さ
れ
る
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

に
基
づ
く
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
産
業
の
未
来
共
創
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
示
内
容
を

大
商
で
発
表
し
た
。

こ
の
展
示
は
大
商
と
協
同

組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連

合
が
実
施
主
体
と
な
り
、
繊

維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
わ

る
中
小
企
業
１７
社
が
出
展
す

る
も
の
。
テ
ー
マ
は
「
未
来

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」。

鳥
井
会
頭
は
今
回
の
展
示

が
複
数
の
出
展
企
業
の
「
共

創
」
で
製
作
さ
れ
て
い
る
点

を
強
調
。
製
作
活
動
を
通
じ

て
生
み
出
さ
れ
た
「
遊
ぶ
よ

う
に
仕
事
を
楽
し
む
」「
や
わ

ら
か
な
つ
な
が
り
」
が
万
博

の
一
つ
の
成
果
だ
と
し
た
。

「
日
本
国
内
の
繊
維
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
産
業
は
全
体
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
回
の
『
共
創
』
を
き

っ
か
け
に
大
阪
か
ら
新
た
な

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
述
べ
た
。

同
日
、
報
道
機
関
や
関
係

者
を
対
象
と
し
た
内
覧
会
も

開
い
た
。「
宙
に
浮
く
靴
」「
光

合
成
す
る
服
」「
折
り
紙
服
」

「
透
明
に
見
え
る
服
」
な
ど

の
試
作
品
が
展
示
さ
れ
、
製

作
の
着
眼
点
や
苦
労
し
た
点

に
つ
い
て
出
展
企
業
担
当
者

が
直
接
説
明
し
た
。

同
展
示
の
出
展
期
間
は
９

月
２３
〜
２９
日
。
万
博
会
場
内

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ

ン「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

�
記
者
会
見
す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
。左
手
前
は「
宙
に
浮
く

靴
」、左
奥
は「
光
合
成
す
る
服
」�
内
覧
会
で
出
展
企
業
担
当
者
か

ら
説
明
を
受
け
る
鳥
井
信
吾
会
頭（
右
か
ら
２
人
目
）、
大
西
寛
・

繊
維
部
会
長
（
同
３
人
目
）
�
７
月
１８
日
、大
商

大阪商工会議所南支部（支部長�秋
田拓士・近鉄百貨店会長）は８月２３、
２４日、「あべの天王寺・サマーキャンパ
ス２０２５」を開く（一部１５日から開催）。
同事業は阿倍野・天王寺ターミナル

周辺エリアの主要な商業施設や商店街
・商店会が協力して開催する夏の恒例
事業。職業体験やワークショップなど
親子を対象とした様々なイベントを通
じて地域の活性化を図る。
今年は万博をきっかけに生まれる面

白いプロジェクトを一体的に発信する
�まちごと万博�に登録して万博関連
イベントを用意している。「ラジオ体操
inてんしば」（らじねぇ。）▽寸劇に参加
しながら「万博なりきり撮影会」（EN
TABIプレイング）▽万博出展企業に
よる自分好みの香りの制作チャレンジ
「オーダーメイド化粧品」（壽香料、プ
リマール）──など。２８０超の
店舗が対象の抽選会も実施。
問合せ 南支部�６７７１・２２１１

山下隆一中小企業庁長官（右）に
要望書を手交する大商の更家悠介
中堅・中小企業委員長�７月２４
日、東京・霞が関

大
阪
商
工
会
議
所
は
「
２

０
２
６
年
度
中
堅
・
中
小
・

小
規
模
企
業
対
策
に
関
す
る

要
望
」
の
実
現
に
向
け
、
更

家
悠
介
中
堅
・
中
小
企
業
委

員
長
（
サ
ラ
ヤ
社
長
）
が
７

月
２４
日
、
山
下
隆
一
中
小
企

業
庁
長
官
を
訪
問
し
、
要
望

の
実
現
を
求
め
た
。

更
家
委
員
長
は
、
中
小
企

業
等
の
付
加
価
値
創
出
を
支

援
す
る
た
め
、
企
業
間
連
携

・
産
学
官
連
携
な
ど
を
促
進

す
る「
共
創
促
進
補
助
金（
仮

称
）」の
創
設
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
を

中
小
企
業
等
の
今
後
の
成
長

に
つ
な
げ
る
た
め
、
万
博
で

展
示
・
活
用
さ
れ
た
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
支
援
な
ど

を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
事
業

承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
の
増
加
に
伴

い
、
新
た
な
Ｍ
＆
Ａ
支
援
機

関
の
参
入
が
進
む
中
、
仲
介

ル
ー
ル
の
明
確
化
や
手
数
料

体
系
の
透
明
化
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
下
長
官

は
「
中
企
庁
の
施
策
と
方
向

性
は
合
致
し
て
い
る
。
特
に

Ｍ
＆
Ａ
に
関
し
て
は
、
仲
介

資
格
制
度
を
創
設
す
る
な

ど
、
Ｍ
＆
Ａ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る

先
端
技
術
を
社
会
全
体
で
広

く
使
い
こ
な
し
、
実
装
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と

応
じ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

万博の開催に伴い、増え続ける訪日
客の需要獲得を目指す中小・小規模事
業者が対象。大阪への観光集客プラン
ナーとして、大手旅行会社や商業施設
などの集客に向けたユニークなコンテ
ンツを提供するインプリージョンの小
田切聡代表取締役が体験型コンテンツ
などのコト消費に着目したインバウン
ド向け商品・サービス開発について話
す。アイデア出しワークショップや参
加者同士の交流会も実施。９月９日午
後２時～４時３０分、大商で。
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４７２

日
本
の
資
格
・
検
定

さ
て
い
っ
た
い
国
内
で
資

格
や
検
定
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

な
ん
て
考
え
て
み
る
こ
と
も

な
か
な
か
な
い
と
思
う
が

「
日
本
の
資
格
・
検
定
」
と

称
す
る
日
本
最
大
級
の
資
格

・
検
定
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

は
約
１
３
０
０
件
の
資
格
・

検
定
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

事
務
局
の
方
曰
く
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
数

の
試
験
内
容
を
で
き
る
限
り

確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
そ
の
ご
苦
労
た
る
や
い
か

ば
か
り
か
▼
大
阪
商
工
会
議

所
が
主
催
し
全
国
で
実
施
す

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
検
定
」

や
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
」
も
こ
の

サ
イ
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
。

簿
記
や
珠
算
な
ど
誰
も
が
耳

に
し
た
こ
と
の
あ
る
検
定
試

験
か
ら
「
こ
ん
な
検
定
あ
る

ん
や
」
と
驚
か
さ
れ
る
も
の

も
あ
り
、
い
や
む
し
ろ
そ
の

ほ
う
が
多
い
よ
う
な
気
も
す

る
▼
と
は
い
え
社
会
人
と
し

て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
資
格

取
得
を
は
じ
め
何
か
勉
強
し

た
い
と
い
う
方
に
は
非
常
に

便
利
な
サ
イ
ト
で
ア
ク
セ
ス

数
も
年
々
増
え
て
い
る
そ
う

だ
▼
そ
の
事
務
局
の
方
か
ら

先
日
「
大
商
が
主
催
す
る
検

定
試
験
の
ペ
ー
ジ
の
年
間
閲

覧
回
数
が
全
て
の
資
格
・
検

定
の
な
か
で
上
位
に
入
っ
て

い
る
」
と
い
う
一
報
が
届
い

た
。
さ
て
い
っ
た
い
ど
の
検

定
が
何
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
答
え
は

本
紙
３
面
に
。

（
Ｋ
Ｔ
）

◆休館のお知らせ
大阪商工会議所は、８月１５日休館しま

す（支部含む）。大阪企業家ミュージアム
は、同１４～１８日休館します。
◆休刊のお知らせ
本紙８月２５日号は休刊します。

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

あべの天王寺・サマーキャンパス２０２５
×まちごと万博～天王寺から万博応援

インバウンド観光客に刺さる
新ビジネス創出セミナー・交流会

�特集�メンタルヘルス・マネジメン
ト検定試験 �

第５回通常議員総会

事事
業業
報報
告告
とと
決決
算算
了了
承承

３
号
議
員
と
常
議
員
を
各
６
人
選
任

第５回通常
議 員 総 会

大
阪
の
強
み�
共
創
�活
か
し

次
期
中
期
計
画
の
策
定
へ

鳥
井
会
頭

あ
い
さ
つ（
要
旨
）

�
未
来
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
�内
覧
会

万
博
で
９
月
２３
〜
２９
日
に
展
示

更
家
委
員
長
が

中
企
庁
長
官
に
要
望
実
現
求
め
る

２０２５年（令和７年）８月１０日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３８２（１）
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コロンビア投資促進セミナーで立
野副会頭があいさつ

大阪商工会議所とキューバ商業会
議所が協力覚書を締結

大阪とモンゴルの商工会議所が相
互協力の覚書を締結

瀬
戸
内
海
に
点
在
す
る
二

次
離
島
。
本
土
か
ら
直
接
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
、
過
疎
化
が
深
刻

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
打
破
す
る
一
手
と

し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
水
陸

両
用
車
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
の

特
殊
な
操
作
は
操
縦
に
熟
練

を
要
し
、
未
経
験
者
や
高
齢

者
に
と
っ
て
気
軽
に
利
用
で

き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
は
言

え
な
か
っ
た
。
複
雑
な
機
構

の
自
動
化
は
、
コ
ス
ト
や
信

頼
性
の
面
で
課
題
が
残
る
。

こ
の
難
題
に
挑
む
の
が
、

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
大
阪
市
）

を
幹
事
企
業
と
す
る
中
小
企

業
グ
ル
ー
プ
。
大
阪
・
関
西

万
博
で
、
画
期
的
な
水
陸
両

用
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
「
気
軽
に
島
々
を
渡

る
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
を

展
示
す
る
。
こ
れ
は
、
特
殊

な
操
舵
機
構
で
、
簡
素
な
構

造
と
直
感
的
な
操
作
性
を
実

現
。過
疎
化
が
進
む
離
島
で
、

手
軽
な
交
通
・
物
流
手
段
を

提
供
し
、
島
で
の
生
活
の
持

続
可
能
性
に
貢
献
す
る
。

「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」や「
ド

ロ
ー
ン
物
流
」
と
い
っ
た
革

新
的
な
技
術
も
注
目
を
集
め

て
い
る
が
、
こ
の
水
陸
両
用

車
は
、「
も
っ
と
現
実
的
で
気

軽
に
扱
え
る
」
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
と
し
て
、
過
疎
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。
ま
さ

に
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
テ

ー
マ「
い
の
ち
に
力
を
与
え
、

生
き
て
い
る
こ
と
を
楽
し
め

る
未
来
社
会
」
を
体
現
す
る

展
示
と
言
え
る
。

展
示
す
る
の
は
、
２
人
乗

り
の
水
陸
両
用
車
の
試
作

車
。
全
長
約
３
�
、
全
幅
は

陸
上
走
行
時
の
取
り
回
し
や

す
さ
を
考
慮
し
た
狭
い
状
態

か
ら
、
海
上
で
の
安
定
性
を

確
保
す
る
た
め
の
広
い
状
態

へ
と
可
変
式
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
国
内
で
船
舶
免
許

や
船
体
検
査
が
不
要
と
な
る

全
長
３
�
以
下
、
エ
ン
ジ
ン

出
力
２
馬
力
以
下
と
い
う
ス

ペ
ッ
ク
を
採
用
し
て
い
る
。

汎
用
２
馬
力
エ
ン
ジ
ン
と
独

自
に
開
発
し
た
前
進
後
進
の

切
り
替
え
を
行
う
変
速
機
を

搭
載
し
、
チ
ェ
ン
を
介
し
て

フ
ィ
ン
が
装
着
さ
れ
た
後
輪

を
駆
動
し
走
行
（
航
行
）
す

る
。
高
齢
者
の
利
用
も
考
慮

し
、
陸
上
で
は
小
型
特
殊
車

両
と
し
て
の
要
件
を
満
た
す

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
走
行
（
航
行
）
の
た
め

の
機
構
に
は
一
切
の
電
力
を

必
要
と
せ
ず
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
い
ざ
と
い
う
時
の
高
い

稼
働
率
を
重
視
し
た
設
計
と

な
っ
て
い
る

万
博
の
展
示
ブ
ー
ス
で

は
、
開
発
途
上
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
の
実
機
が
展
示
さ
れ
る

予
定
。
来
場
者
は
、
間
近
で

機
構
や
素
材
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
全
く
新
し
い
機
構
を

備
え
た
水
陸
両
用
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
、

陸
と
海
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
ぎ
、
人
々
の
移
動
に
対
す

る
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
下
げ

る
こ
と
を
目
指
す
。
過
疎
化

が
進
む
離
島
の
活
性
化
だ
け

で
な
く
、
水
害
や
津
波
と
い

っ
た
災
害
発
生
時
に
は
、
そ

の
機
動
力
を
活
か
し
た
活
躍

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
デ
ッ
ク
ス（
代
表
企
業
）

▽
富
士
高
周
波
工
業

【
問
合
せ
】
中
小
企
業
振
興

部
�
６
９
４
４
・
６
４
６
１

同
ペ
ー
ジ
は
、
日
本
市
場

へ
の
販
路
開
拓
を
希
望
す
る

万
博
参
加
国
と
、
特
色
あ
る

品
ぞ
ろ
え
を
目
指
す
日
本
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を

目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

掲
載
対
象
は
万
博
会
場
内
で

展
示
・
販
売
す
る
商
品
、
万

博
会
場
で
使
用
さ
れ
た
リ
ユ

ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

物
品
（
パ
ビ
リ
オ
ン
・
ブ
ー

ス
で
使
用
さ
れ
た
装
飾
品
、

建
材
、
電
化
製
品
な
ど
）。
日

本
企
業
は
、
同
ペ
ー
ジ
か
ら

バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
各
国
へ
の

商
談
申
し
込
み
が
可
能
。

７
月
中
旬
現
在
、
イ
エ
メ

ン
、
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
、
ブ
ル

ン
ジ
、
ケ
ニ
ア
な
ど
が
、
日

本
で
は
あ
ま
り
流
通
し
て
い

な
い
ハ
チ
ミ
ツ
や
コ
ー
ヒ

ー
、
天
然
素
材
で
作
ら
れ
た

イ
ン
テ
リ
ア
や
ア
ク
セ
サ
リ

ー
な
ど
の
商
品
を
掲
載
し
て

い
る
。
掲
載
国
は
順
次
追
加

す
る
ほ
か
、
万
博
終
了
後
も

運
用
を
継
続
す
る
。

【
問
合
せ
】
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ル
事
務
局
�
０
５
０
・

７
１
０
５
・
６
２
２
０

全
国
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
会
員
限
定
の
商
取
引
支

援
サ
イ
ト「
ザ
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
」（
運
営
事
務
局
�
大

阪
商
工
会
議
所
）
内
に
あ
る
大
阪
・
関
西
万
博
関
連
の
調

達
支
援
を
目
的
と
し
た
特
設
サ
イ
ト
「
Ｂ
Ｍ
万
博
商
談
」

に
７
月
８
日
、
万
博
公
式
参
加
国
が
日
本
企
業
に
販
売
し

た
い
商
品
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
が
新
設
さ
れ
た
。

コロンビアへの投資促進を目的
としたセミナーが７月２４日、大阪
・関西万博会場で開かれ、大阪商
工会議所からは立野純三副会頭が
出席した。
冒頭のあいさつに立った立野副

会頭は「日本とコロンビアの関係
は今年で１１７年を迎える、長きにわ
たる友好国である。現在では１００社
を超える日系企業が進出している
が、本日のセミナーをきっかけに、
さらに多くの日系企業が進出する
ことを願っている」と述べ、今後
の日コロンビア関係の深化に前向
きな姿勢を示した。

大阪商工会議所とキューバ商業
会議所は７月２４日、万博を契機と
した連携強化を目的とした協力覚

書を、大阪・関西万博会場内のＥ
ＸＰＯサロンで締結した。
これは、万博ナショナルデーを

機にキューバ商業会議所や同国政
府機関からの要望を受け、それに
応えたもの。
同覚書は、キューバのエドゥア

ルド・マルティネス・ディアス副
首相が見守る中、キューバ商業会
議所会頭の代理としてヒセラ・ガ
ルシア駐日キューバ共和国大使
と、大商の近藤博宣常務理事・事
務局長が署名した。

大阪商工会議所とモンゴル国商
工会議所は７月２７日、連携強化を
目的とした相互協力に関する覚書
を締結した。
この覚書は、大阪の企業との協

力関係の構築を希望する同国代表
団の要望を受けて実現したもの。
モンゴル国商工会議所のバータル
ジャブ・ラグワジャブ会頭と大商
の鳥井信吾会頭が、万博会場内で
取り交わした。
同日に両商工会議所が開催し

た、モンゴル企業と日本企業との
交流会には、１８０人が参加。
冒頭、鳥井会頭が、両国企業間

の関係強化への期待を述べた。モ
ンゴルのドグミド・ドルジハンド
副首相は、「万博を契機として、今
後さらに両国間の連携を促進して
いきたい」との意向を示した。

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
図

�エスワティニのバス
ケット�ブルンジのコ
ーヒー

記念撮影に臨む（右から）大商の鳥
井信吾会頭、米エヌビディアのジェ
ンスン・フアンＣＥＯ、中国国際貿
易促進委員会の任鴻斌会長�７月１５
～１６日、中国・北京

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井

信
吾
会
頭
は
７
月
１５
〜
１６

日
、
中
国
・
北
京
を
訪
れ
、

「
第
３
回
中
国
国
際
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
促
進
博
覧
会
」

に
参
加
し
た
。

鳥
井
会
頭
は
同
博
覧
会
の

前
夜
祭
と
開
幕
式
に
出
席

し
、同
博
覧
会
の
主
催
者
で
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
中
国
館

も
運
営
す
る
中
国
国
際
貿
易

促
進
委
員
会
の
任
鴻
斌
会
長

と
交
流
。
米
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア

の
ジ
ェ
ン
ス
ン
・
フ
ア
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
と
も
あ
い
さ
つ
し
た
ほ

か
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
や
日

系
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
も
応

じ
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供

給
網
）
再
構
築
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。
開
幕
式
に
は
何

立
峰
副
首
相
も
参
加
。

鳥
井
会
頭
の
同
博
覧
会
の

訪
問
は
、
任
会
長
の
要
請
に

応
じ
た
形
で
、
昨
年
の
関
西

財
界
訪
中
団
で
の
参
加
に
続

い
て
２
回
目
。

訪
問
を
終
え
、
鳥
井
会
頭

は
「
同
博
覧
会
で
は
米
中
貿

易
摩
擦
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
の

厳
し
い
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
米
国
か
ら
多
く
の
企
業

が
出
展
し
、
中
国
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
を
重
視
す
る
姿
勢

が
う
か
が
え
た
」
と
し
た
上

で
、「
３
回
目
の
同
博
覧
会
を

開
い
た
中
国
政
府
の
意
欲
と

ス
ピ
ー
ド
感
に
も
驚
か
さ
れ

た
。
日
本
は
取
り
残
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
対
策
を

講
じ
る
べ
き
だ
と
強
く
感
じ

た
」
と
述
べ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

１
９
９
３
年
に
技
術
系
総
合
職
と
し
て

入
社
し
、車
両
現
場
と
間
接
業
務
を
経
験
。

育
児
と
両
立
し
な
が
ら
車
両
部
門
初
の
女

性
現
場
長
に
抜
擢
さ
れ
、
２
０
１
７
年
以

降
は
Ｃ
Ｓ
業
務
を
担
当
。
顧
客
満
足
向
上

の
た
め
、
計
画
運
休
の
情
報
発
信
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
な
ど
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
即

応
し
た
前
例
の
な
い
挑
戦
を
重
ね
た
。
２１

年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
混
雑
回
避
」

需
要
を
受
け
、
車
両
搭
載
装
置
か
ら
デ
ー

タ
を
転
送
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
、
関
西

圏
で
初
め
て
号
車
別
混
雑
状
況
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
表
示
を
実
現
。

�
須
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
「
前
例

の
な
い
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
構
想
段
階

か
ら
絵
や
図
で
メ
リ
ッ
ト
を『
見
え
る
化
』

す
る
工
夫
に
よ
り
、
周
囲
の
理
解
と
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
る
。

そ
の
後
、
出
向
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

運
営
会
社
で
は
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直

し
、
生
産
性
向
上
を
推
進
。
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
、
応
対
記
録
の
自
動
要
約
を
実

現
し
、
作
業
時
間
を
平
均
７４
秒
短
縮
し
、

超
過
勤
務
時
間
も
大
き
く
削
減
。「
業
務
改

善
す
る
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
が
自
ら
変

革
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
を

重
視
、
変
革
の
風
土
づ
く
り
に
も
力
を
注

い
だ
。
２４
年
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
賞
受
賞
。

現
在
は
近
畿
統
括
本
部
阪
奈
支
社
長
に

就
任
。
人
・
地
域
を
つ
な
ぎ
、
魅
力
的
で

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、「
地

域
共
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
議
院
議
員
選
挙
結
果
に
つ

い
て自

公
政
権
に
と
っ
て
、
厳

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
選
挙
結
果
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
わ
が
国
経
済
を

中
長
期
の
成
長
に
導
く
戦
略

を
十
分
示
し
て
ほ
し
い
。

国
内
外
に
課
題
が
山
積
す

る
中
で
、
政
治
の
空
白
は
許

さ
れ
な
い
。
政
権
の
枠
組
み

を
一
刻
も
早
く
整
え
、
政
治

の
安
定
を
図
ら
れ
た
い
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
を
巡
り
景

気
の
先
行
き
停
滞
が
懸
念
さ

れ
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
直
面
す
る

人
手
不
足
や
原
材
料
高
、
価

格
転
嫁
等
を
支
援
す
る
政
策

が
滞
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
ポ
ス

ト
万
博
」
を
見
据
え
、
大
阪

・
関
西
万
博
で
展
示
活
用
さ

れ
た
よ
う
な
技
術
や
ア
イ
デ

ア
の
社
会
実
装
も
力
強
く
後

押
し
さ
れ
た
い
。

（
７
月
２０
日
）

日
米
関
税
交
渉
合
意
に
つ
い

て
日
米
関
税
交
渉
が
合
意
に

至
っ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
。

国
益
を
か
け
て
交
渉
に
あ
た

ら
れ
た
石
破
首
相
や
、
米
国

側
と
協
議
を
重
ね
て
こ
ら
れ

た
赤
澤
経
済
再
生
担
当
大
臣

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位

に
敬
意
を
表
し
た
い
。

中
小
企
業
等
に
と
っ
て
、

景
気
や
自
社
業
況
の
先
行
き

に
関
す
る
不
透
明
感
が
一
定

程
度
払
拭
さ
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
前
進
で
あ
る
。

現
下
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
は
、
人
手
不
足
や

原
材
料
高
、
価
格
転
嫁
等
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
り
、
政

治
の
空
白
や
支
援
の
遅
れ
は

許
さ
れ
な
い
。
政
府
に
は
、

輸
出
産
業
等
関
連
す
る
中
小

企
業
等
へ
の
継
続
的
な
支
援

を
含
め
、
切
れ
目
の
な
い
政

策
展
開
を
お
願
い
し
た
い
。

（
７
月
２３
日
）

７
月
２４
、
２５
日
に
斎
行
さ

れ
ま
し
た
天
神
祭
渡
御
行
事

に
対
し
、
８
３
０
社
の
会
員

企
業
の
皆
様
か
ら
、
２
２
０

０
万
円
を
上
回
る
ご
協
賛
を

賜
り
ま
し
た
（
７
月
２４
日
現

在
）。厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。天

神
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
飾
る
船
渡
御
で
は
、
ご

協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
の
中

か
ら
抽
選
で
１
４
０
社
２
８

０
人
、大
阪
・
関
西
万
博
に
参

加
し
て
い
る
外
国
総
領
事
や

海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
政
府
代
表

ら
約
２０
人
を
大
商
奉
拝
船
に

招
待
。
大
阪
商
工
会
議
所
の

鳥
井
信
吾
会
頭
が
あ
い
さ
つ

し
、
大
川
を
行
き
交
う
船
列

や
夜
空
を
彩
る
華
麗
な
花
火

を
堪
能
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
阪
の
伝
統
と
活
力
を
象

徴
す
る
天
神
祭
渡
御
行
事

を
、
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾

会
頭
と
記
念
撮
影
に
臨
む
外
国

総
領
事
や
万
博
海
外
パ
ビ
リ
オ

ン
政
府
代
表
者
ら
�
７
月
２５

日
、
大
阪
市

大
阪
商
工
会
議
所
の
都
市

活
性
化
委
員
会
は
７
月
２２

日
、「
大
阪
・
関
西
万
博
視
察

会
」
を
開
催
し
、
河
井
英
明

委
員
長
（
大
阪
市
高
速
電
気

軌
道
社
長
）
ら
１５
人
が
参
加

し
た
（
写
真
）。

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ

オ
ン
で
は
、
リ
ボ
ー
ン
体
験

ル
ー
ト
で
２５
年
後
の
自
分
に

会
い
、
便
利
な
交
通
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
た
未
来
の
大

阪
の
街
「
ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
」
や
、

大
商
と
大
阪
産
業
局
が
企
画

し
、
中
小
企
業
・
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
が
週
替
わ
り
で

出
展
し
て
い
る
リ
ボ
ー
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
エ
リ
ア
を
視
察
し

た
。他

に
も
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｅ
や
水
と
空
気
の
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
シ
ョ
ー
「
ア
オ
と
夜
の

虹
の
パ
レ
ー
ド
」
も
見
学
し

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

島々の暮らしに新たな選択肢を

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

水陸両用マルチパーパスモビリティー製作チーム

天
神
祭
渡
御
行
事

ご
協
賛
御
礼

▼万博
出展の
詳細は
こちら

万
博
の
公
式
参
加
国

売
り
商
談
情
報
を
発
信

▼詳細は
こちら

都
市
活
性
化
委
員
会

鳥
井
会
頭
が
訪
中

大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察

供
給
網
の
博
覧
会
視
察

＜６９＞

女性リーダーたち活躍する

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展�１９�

�須 優子 さん

西日本旅客鉄道
理事 近畿統括本部阪奈支社長

社
会
的
ニ
ー
ズ
即
応
へ
挑
戦

（２）２０２５年（令和７年）８月１０日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８２



大阪商工会議所は、働く人たちの心の不調の未然防止と
活力ある職場づくりを目指して、職場内での役割に応じて
必要なメンタルヘルスケアに関する知識や対処方法を習得
するための「メンタルヘルス・マネジメント�検定試験」を
企画・実施している。１１月と来年３月に全国１５都市で「公
開試験」を行うとともに、随時、企業の会議室などで日時
を指定して受験できる「団体特別試験」も行っている。

仕
事
や
職
業
生
活
に
強
い

不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
人
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
心
の
不
調
に
よ
る
休
職

や
離
職
も
増
加
す
る
中
、
働

く
人
た
ち
が
仕
事
や
職
場
で

活
躍
す
る
た
め
に
は
、
心
の

健
康
管
理
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
へ
の

取
り
組
み
が
一
層
重
要
に
な

っ
て
い
る
。
心
の
健
康
管
理

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
役
割
を
理
解
し
、
ス
ト
レ

ス
や
そ
の
原
因
と
な
る
問
題

に
対
処
し
て
い
る
こ
と
が
大

切
。
ま
た
、
雇
用
す
る
企
業

と
し
て
も
、
社
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
組

織
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

２
０
０
６
年
度
か
ら
大
商

が
開
始
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
試

験
は
、
職
位
・
職
種
別
に
３

つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
、
職
場

で
の
立
場
に
応
じ
て
コ
ー
ス

を
選
択
し
て
受
験
で
き
る
。

２４
年
度
の
受
験
申
込
者
数

は
、
公
開
試
験
４
万
１
０
２

８
人
、
団
体
特
別
試
験
１
万

６
１
９
２
人
、
合
計
５
万
７

２
２
０
人
と
な
り
、
昨
年
度

の
５
万
２
７
０
３
人
を
上
回

り
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

公
開
試
験
と
団
体
特
別
試

験
を
合
わ
せ
た
開
始
以
降
の

累
計
受
験
申
込
者
数
は
７２
万

人
を
突
破
し
た
。

全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る

１
３
０
０
以
上
の
資
格
・
検

定
試
験
の
情
報
を
集
め
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る

学
び
の
メ
デ
ィ
ア
「
日
本
の

資
格
・
検
定
」（
シ
ー
・
ビ
ー

・
テ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
運
営
）
は
、
資
格
・
検
定

ご
と
の
年
間
ア
ク
セ
ス
デ
ー

タ
と
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に
、「
日

本
の
資
格
・
検
定
」
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｓ
を
毎
年
、
実
施
し
て

い
る
。

こ
の
ほ
ど
、「
日
本
の
資
格

・
検
定
」Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
２

０
２
５
が
公
表
さ
れ
、「
総
合

ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
部

門
」
に
お
い
て
、「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

定
試
験
」
が
第
３
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
。

「
総
合
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ

ン
グ
部
門
」
と
は
、
同
サ
イ

ト
に
お
け
る
資
格
・
検
定
別

ペ
ー
ジ
の
年
間
ア
ク
セ
ス
数

を
集
計
し
、
最
も
閲
覧
さ
れ

て
い
る
ベ
ス
ト
１０
の
資
格
・

検
定
を
表
彰
す
る
も
の
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
試
験
」
は

２
年
前
に
第
３
位
、
昨
年
は

第
８
位
で
あ
り
、
３
年
連
続

で
ベ
ス
ト
１０
入
り
し
た
。

な
お
、今
回
の
集
計
で
は
、

大
商
が
主
催
す
る
「
ビ
ジ
ネ

ス
会
計
検
定
試
験
」
も
４
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

労
働
者
数
５０
人
未
満
の
事
業
場
で
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
の
義
務
化
が
決
定
さ
れ

る
な
ど
労
働
者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
重
要
性
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

今
回
の
特
集
で
は
、
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
情
報
を
発
信
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
「
こ
こ
ろ
の
耳
」
の
事
務
局
長
・
石
見
忠
士
（
い
わ
み
・
た
だ
し
）
氏
に
情
報
発
信
の

内
容
や
社
内
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
識
向
上
策
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

�
�
「
こ
こ
ろ
の
耳
」
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

「『
こ
こ
ろ
の
耳
』は
、
厚
生
労
働
省

委
託
事
業
と
し
て
２
０
０
９
年
１０
月
に

開
設
さ
れ
て
以
来
、
１５
年
以
上
に
わ
た

り
、
働
く
人
や
事
業
者
の
方
な
ど
に
対

し
て
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
情
報
提
供
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
は

２
０
１
１
年
か
ら
事
務
局
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
『
５
分

で
で
き
る
職
場
の
ス
ト
レ
ス
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
』
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
普

段
の
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
簡

単
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。『
５
分
研
修

シ
リ
ー
ズ
』
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関

連
の
情
報
を
手
軽
に
学
べ
る
５
分
程
度

の
ミ
ニ
動
画
を
３８
本
掲
載
し
て
い
ま

す
。『
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

取
組
事
例
』
は
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
を
取
材
し
、
ポ
イ
ン
ト
と

共
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
中

小
零
細
企
業
か
ら
大
企
業
ま
で
、
日
本

全
国
１
５
０
社
以
上
、
私
自
ら
取
材
し

て
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
メ
ー
ル
・
電

話
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
窓
口
を
順
次

開
設
し
、
労
働
者
の
方
か
ら
の
相
談
に

対
応
し
て
き
ま
し
た
」

�
�
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
現
状
や
課
題
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
成
功
事
例
な
ど
は
。

「
中
小
企
業
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
は
、

健
康
経
営
を
推
進
す
る
中
で
そ
の
項
目

の
一
つ
と
し
て
や
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
者
へ
の
対
応
と
し
て
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
た
だ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
だ
け
で
は
な
く
、
働
き
方
改
革
（
残

業
時
間
削
減
、
有
給
取
得
の
推
進
、
年

間
休
日
数
の
増
加
な
ど
）
や
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
（
女
性
・
高
齢
者
・
障
害

者
な
ど
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
）

な
ど
と
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
離
職

者
の
減
少
や
売
り
上
げ
増
加
な
ど
、
効

果
が
現
れ
て
い
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま

す
」�

�
今
後
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が

労
働
者
数
５０
人
未
満
の
事
業
場
に
も
義

務
化
さ
れ
ま
す
。

「
近
年
、
精
神
障
害
の
労
災
支
給
決

定
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
小
規
模

事
業
場
に
お
い
て
も
多
数
発
生
し
て
い

る
な
ど
、
事
業
場
規
模
に
か
か
わ
ら
ず

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
安
全
衛
生
法

の
改
正
法
に
よ
り
労
働
者
数
５０
人
未
満

の
事
業
場
に
お
い
て
も
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
実
施
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
改
正
法
の
公
布
後
３
年
以

内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
施
行
ま

で
に
小
規
模
事
業
場
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
や
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
の

体
制
整
備
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
」

�
�
社
内
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
を
防
ぐ
た
め
に
、
企
業
と
し
て
今
後

求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
は
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
指
針
な
ど
に
書

か
れ
て
い
る
�
４
つ
の
ケ
ア
�
と
�
３

段
階
の
予
防
�
に
基
づ
く
活
動
が
、
職

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

基
本
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、『
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学

ぶ
１５
分
で
わ
か
る
セ
ル
フ
ケ
ア
』
な
ど

で
、
端
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
先
述
の『
５
分
研
修
シ
リ
ー
ズ
』

動
画
を
朝
礼
時
や
全
体
会
議
の
際
に
、

従
業
員
皆
で
見
る
こ
と
で
、�
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
�
を
職
場
全
体
で

上
げ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」

�
�
大
阪
商
工
会
議
所
は
、
こ
こ
ろ

の
不
調
に
職
場
で
対
応
す
る
た
め
の
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定

試
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
私
も
２
０
１
０
年
に
�
種
（
マ
ス

タ
ー
コ
ー
ス
）
に
合
格
し
ま
し
た
。
当

時
、
東
京
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
促
進
員
と

し
て
多
く
の
企
業
に
実
際
に
出
向
い

て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
や
職
場
復

帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
支
援
な
ど

を
行
う
中
で
、
テ
キ
ス
ト
に
記
載
さ
れ

た
内
容
と
企
業
現
場
の
実
態
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
私
自
身
の
学
び
と
実
践
に

結
び
つ
け
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
の『
こ

こ
ろ
の
耳
』
事
業
の
運
営
に
お
い
て
も

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。『
こ
こ
ろ
の
耳
』

サ
イ
ト
を
ど
こ
で
知
っ
た
か
、
と
い
っ

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、『
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
定
』
の

テ
キ
ス
ト
や
学
習
の
中
で
知
っ
た
と
い

う
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
働
く
方
々
が
心
身
と
も
に
い
き
い

き
と
働
け
る
よ
う
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
を
共
に
推
進
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
」

団
体
特
別
試
験
は
、
企
業

・
団
体
・
学
校
が
、
所
属
す

る
従
業
員
や
職
員
、
学
生
を

対
象
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
関
す
る
教
育
・
研
修

の
一
環
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

定
試
験
を
実
施
す
る
制
度
。

企
業
な
ど
の
都
合
に
あ
わ

せ
て
、
受
験
の
日
時
や
場
所

を
設
定
で
き
る
。
所
定
の
実

施
手
順
に
沿
っ
て
、
受
験
し

な
い
人
が
試
験
監
督
を
す
る

な
ど
に
よ
り
企
業
な
ど
が
試

験
を
運
営
す
る
。

社
内
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
と
し
て
管
理
職
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
検
定
試
験
の
合
格
を
義
務

づ
け
て
い
る
企
業
や
、
会
社

単
位
で
同
検
定
試
験
の
導
入

を
図
ろ
う
と
す
る
企
業
に
適

し
た
制
度
。
各
コ
ー
ス
の
受

験
者
１０
人
以
上
か
ら
。
２
０

２
４
年
度
に
団
体
特
別
試
験

を
利
用
し
た
企
業
な
ど
は
延

べ
４
２
２
社
を
数
え
る
。

右手前は「こころの耳」案内鳩のコッ
コロー

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
検
定
試
験
第
３９
回

公
開
試
験
に
向
け
て
重
要
ポ

イ
ン
ト
を
項
目
ご
と
に
学
ぶ

受
験
対
策
講
座
（
�
・
�
・

�
種
）
を
開
講
す
る
。
講
義

は
ウ
ェ
ブ
で
い
つ
で
も
受
講

可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

で
実
施
。

講
義
の
分
か
り
や
す
さ
で

定
評
の
あ
る
講
師
陣
が
、
問

題
演
習
を
交
え
な
が
ら
要
点

を
丁
寧
に
解
説
す
る
。
受
験

対
策
だ
け
で
な
く
、
体
系
的

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

学
ぶ
機
会
に
な
る
。
講
義
動

画
は
一
定
期
間
視
聴
で
き
る

た
め
、
期
間
内
は
何
度
も
復

習
が
可
能
。
講
義
レ
ジ
ュ
メ

は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

る
。

「
こ
こ
ろ
の
耳
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ

私は現在、自動車部品、軸受（ベ
アリング）、工作機械を主力とする
大手機械・自動車部品メーカーの
生産管理部にて勤務し、生産管理
システムの維持管理・新規開発の
業務を主担当としております。
前職の会社で私は、製造部のラ

イン長として、日々の業務でさま
ざまな課題に直面しておりまし
た。その中でも特に難しいと感じ
たのは、部下のメンタルヘルスに
関する問題でした。勤務状況が不
安定な部下への対応に悩み、その
部下と面談を重ねた結果、彼がメ

ンタルヘルス不調であることが判
明しました。彼は通院することに
なりましたが、私は人事部に報告
する流れや部下へのサポートな
ど、適切な対応策について不安を
感じていました。
情報収集を進める中で、「メンタ

ルヘルス・マネジメント」という
検定試験の存在を知りました。こ
の検定の内容を学ぶことで、部下
のメンタルヘルス不調に対してよ
り効果的な対応ができると考え、
勉強を始めました。すると、同検
定試験の学習を通じて、メンタル

ヘルスに関する基本的な理解が深
まりました。
例えば、メンタルヘルスに関す

るサインを早期に察知するための
方法を学ぶことで、部下がストレ
スや不安を抱えているときに早め
に気づき、適切なサポートを提供
できるようになりました。部下と
のコミュニケーションの活性化に
もつながりました。
また、リラクゼーションの技術

やストレス軽減のためのワークシ
ョップなど、検定試験で学んだス
トレス管理の技術を職場に取り入
れました。部下自身がメンタルヘ
ルス不調に気付くための機会を提
供し、より良い職場作りについて
の議論を行うことで、チーム全体
の生産性とモチベーションを向上
させることができました。
今後は、前職の経験と�種の学

習を活かし、現在の職場において、
全員が安心して働ける環境を整え
る準備をしていきたいです。また、

個々のニーズに応じたサポートを
提供することで、メンバーの成長
と発展を促進することを目指しま
す。定期的なメンバーのストレス
状況の確認やワークショップを実
施し、自己ケアを重視した持続可
能な働き方を実践できるようにサ
ポートしていきたいと考えていま
す。
さらに、自分自身のスキルアッ

プにも努め、メンタルヘルスに関
する最新の知識や技術を学び続け
ます。これにより、職場のメンタ
ルヘルス管理がより効果的にな
り、全体の生産性とチームワーク
の向上に貢献できると確信してい
ます。
そして、職場全体のコミュニケ

ーションを改善し、信頼関係を築
くことで、皆が協力し合い、支え
合う文化を育て、働きやすく、生
産的な職場環境を作り上げること
が今後の目標です。

第３９回公開試験日程
２０２５年１１月２日（日）
２０２５年９月１２日（金）～２５日（木）

※コンビニ店頭決済は９月２１日（日）まで
大阪、京都、神戸、東京、名古屋、横浜など１５都市

社内のメンタルヘルス対策の
推進
部門内、上司としての部下の
メンタルヘルス対策の推進
従業員自らのメンタルヘルス
対策の推進

�種：選択問題（２時間）、論述問題（１時間）
�種・�種：選択問題（２時間）

�種：１１，５５０円、�種：７，４８０円、�種：５，２８０円

団体特別試験（�種・�種のみ）

人事労務管理スタッ
フ、経営者

管理監督者（管理職）

一般社員

任意に設定
随時（試験日の３週間前まで）
�種：５，９８０円
�種：４，２２０円

�種
マスター
�種
ラインケア
�種
セルフケア

試験日

申込期間

試験会場

コース
（対象・目的）

問題構成・時間

受験料
（税込み）

日時・場所
申込受付
受験料
（税込み）

「日本の資格・検定」AWARDS 2025
総合アクセスランキング部門

資格・検定名
ITパスポート試験
色彩検定
メンタルヘルス・マネジメント検定
ビジネス会計検定
日本語検定(語検)
マーケティング検定
日本化粧品検定
公認心理師
生物分類技能検定
マイクロソフト オフィススペシ
ャリスト（MOS）

順位
１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位

１０位

知
識
習
得
し
心
の
不
調
予
防

会
社
全
体
で
の
取
り
組
み
が
重
要

▼詳細は
こちら

団体特別試験

日時・場所を
企業が設定

ウ
ェ
ブ
で
受
験
対
策

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

重
要
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

�
日
本
の
資
格
・
検
定
�Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
２
０
２
５

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
検
定
が
第
３
位

メンタルヘルス・マネジメント�検定試験

�ココロ�の健康 職場で守る

▼詳細は
こちら

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

４
つ
の
ケ
ア
と
３
段
階
の
予
防
を

大手機械・自動車部品メーカー 生産管理部
堀井 直明 さん

ライン長としての立ち振る舞い

働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト
�こころの耳�（厚生労働省委託事業） 石見忠士事務局長に聞く

２０２５年（令和７年）８月１０日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８２（３） 特 集



　当欄は大阪商工会議所に新たに入会された会員紹介の
コーナーです。掲載内容の照会は、各社・団体へお願い
します。また、取引は当事者間の責任で行ってください。

大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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東京商工会議所提携講座／zoomによるオンライン専用の講座です東京商工会議所提携講座／zoomによるオンライン専用の講座です東京商工会議所提携講座／zoomによるオンライン専用の講座です東京商工会議所提携講座／zoomによるオンライン専用の講座です
「従業員を守る」ための企業のカスハラ対策講座「従業員を守る」ための企業のカスハラ対策講座「従業員を守る」ための企業のカスハラ対策講座「従業員を守る」ための企業のカスハラ対策講座

主任・係長育成講座〈２〉後輩指導主任・係長育成講座〈２〉後輩指導編主任・係長育成講座〈２〉後輩指導編主任・係長育成講座〈２〉後輩指導編
部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る部 下 マ ネ ジ メ ン ト と 仕 事 の 進 め 方 を 理 解 す る
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話すことが苦手な方、自信がない方にオスス話すことが苦手な方、自信がない方にオススメ話すことが苦手な方、自信がない方にオススメ話すことが苦手な方、自信がない方にオススメ
なぜか伝わらない人の話し方改善講なぜか伝わらない人の話し方改善講座なぜか伝わらない人の話し方改善講座なぜか伝わらない人の話し方改善講座
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人 事 評 価 者 訓 練 講人 事 評 価 者 訓 練 講 座人 事 評 価 者 訓 練 講 座人 事 評 価 者 訓 練 講 座
演習とチェックシートで、管理職必須の３つの評価スキルを身につける

初めまして！

新入会員 で
す

部　会
大商会員限定

セミナー・イベント 

大阪商工会議所は「主任・係
長育成講座�２�後輩指導編」
を開催する。
同講座では、チーム運営なら

びに実務の要となる主任・係長
（入社８～１３年目社員）を対象
に、チームリーダーとして組織
を一体化し、部下・後輩と良好
な関係を作り、指導するための
スキル、知識を学ぶ。また、問

題発見・課題解
決や業務改善ア
プローチ手法を
学び、自社、自
チームの改善点
について考え
る。

講師は、ＣＤＭの伊
東廣賀代表。９月１７日
午前１０時～午後５時。

大阪・関西万博開幕以降、万博の会場内外で、各国・地域主催イベン
トが開催されている。各イベントへは大阪商工会議所から正副会頭や部
会長・委員長らが出席しており、その一部を下記の通り紹介する。

大阪商工会議所は東京商工会
議所と提携し「『従業員を守る』
ための企業のカスハラ対策講
座」を開催する。
従業員が顧客から嫌がらせを
受けたり高圧的な態度を取られ
たり、従業員の些細な言動を捉
えて不当な要求をするなどのカ
スタマーハラスメントへの対策

が急務である。企業に求められ
ている「待ったなし」のカスハ
ラ対策について解説する。
講師は、ワールド・ヒューマ

ン・リソーシスの林光男常務取
締役法務本部長・主席
研究員。９月１２日午後
１～５時。オンライン
講座。

伊東廣賀氏

大阪商工会議所は「人事評価
者訓練講座」を開催する。
人事評価の基本的なポイント

を知らずに取り組むと、被評価
者の納得を得られない、部下の
モチベーションが下がるなど、
企業内部に様々な歪みが生じる
恐れがある。
「人事評価」のポイントも網

羅的に学び、管理職である評価
者が身につけるべき「目標設定

スキル」「評価ス
キル」「面談スキ
ル」を中心に演
習を行い、正し
い人事評価の進
め方を体得す
る。

講師は、新経営サー
ビスの岡野隆宏人材開
発部マネジャー。９月
１８日午後１～５時。

大阪商工会議所は「なぜか伝
わらない人の話し方改善講座」
を開催する。
うまく話せない、伝わらない
と人間関係は悪化し、仕事は進
まず、ストレスも溜まる。
１５年以上にわたり、話し方・
プレゼン・コミュニケーション
について教える講師が、伝わる
話し方のコツを伝授する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。９月１３日午
前１０時３０分～午
後５時

３０分、ワンストップビ
ジネスセンター大阪本
町（大阪市西区）で。

岡野隆宏氏
西原猛氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１４
日
、
「
第
２９
回
買
い
ま
っ

せ
�
売
れ
筋
商
品
発
掘
市
」

を
開
く
。
今
年
は
会
場
を
マ

イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
に
変

更
。
現
在
、
売
り
手
側
の
参

加
企
業
を
募
集
し
て
い
る
。

今
回
は
新
規
約
５
社
を
含

む
約
８０
社
の
買
い
手
企
業
が

参
加
予
定
。
買
い
手
企
業
の

仕
入
れ
希
望
情
報
な
ど
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
順
次
公
開

し
て
い
る
。

大
手
流
通
業
の
バ
イ
ヤ
ー

が
買
い
手
企
業
と
し
て
ブ
ー

ス
を
構
え
、
そ
こ
に
全
国
の

中
小
製
造
業
、
卸
売
業
が
売

り
手
企
業
と
し
て
直
接
売
り

込
み
を
か
け
る
。

売
り
手
企
業
の
参
加
申
し

込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

受
け
付
け
る
。
締
め
切
り
は

１０
月
２８
日
。
先
着
順
で
定
員

１
０
０
０
人
。
参
加
費
は
会

員
１
人
９
０
０
０
円
、
一
般

同
１
万
８
０
０
０
円
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
２
０

２
５
年
度
前
期
）
の
第
４
回

を
８
月
２０
日
〜
９
月
３
日
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
。

近
年
、
顧
客
や
取
引
先
か

ら
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
深
刻
化
に
よ
り
、
従

業
員
の
心
身
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
厚
生
労

働
省
は
昨
年
１２
月
、
防
止
対

策
を
企
業
に
義
務
付
け
る
方

針
を
決
定
し
た
。

今
回
は
、
「
専
門
家
が
教

え
る
『
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
』
〜
法
改
正
迫

る
�
企
業
に
対
策
が
義
務
付

け
ら
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

悪
質
ク
レ
ー
ム
応
対
な
ど
の

危
機
管
理
の
専
門
家
で
あ
る

エ
ス
・
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
西
尾
晋
執
行
役
員
が
、

企
業
や
従
業
員
を
守
る
た
め

に
講
じ
る
べ
き
カ
ス
ハ
ラ
対

策
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
２
０

２
５
年
度
前
期
）
の
第
５
回

を
９
月
１０
〜
２４
日
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
。

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西

万
博
に
出
展
す
る
山
本
金
属

製
作
所
。
顧
客
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
人
手
不
足
、
Ｄ
Ｘ
の

遅
れ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る

中
小
企
業
の
製
造
業
に
対
し

て
、
自
律
遠
隔
無
人
生
産
ラ

イ
ン
の
必
要
性
を
呼
び
か
け

る
。「

機
械
加
工
現
場
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

同
社
の
山
本
憲
吾
社
長
が
同

社
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
万
博
会
場
で
体

験
で
き
る
同
社
の
展
示
「
未

来
の
製
造
工
場
」「
日
本
の
も

の
づ
く
り
の
未
来
像
」
に
つ

い
て
、
内
容
や
企
画
背
景
、

万
博
後
の
同
社
の
展
望
に
つ

い
て
解
説
。
も
の
づ
く
り
企

業
が
目
指
す
「
未
来
」
の
姿

に
つ
い
て
考
え
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９大

阪
商
工
会
議
所
は
９
月
２２

日
、「
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
�
必
ず
押
さ
え
た
い
、
外

国
人
材
雇
用
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
」

を
開
く
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
企
業
は
今

や
３０
万
社
超
に
上
る
。
こ
う
し
た

中
、「
入
管
法
違
反
」「
不
法
就
労
」

と
い
っ
た
違
法
行
為
を
企
業
が
助

長
・
放
置
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

る
と
、
以
降
の
受
け
入
れ
が
困
難

に
な
る
。
言
葉
や
文
化
の
違
い
か

ら
発
生
す
る
労
災
事
故
や
、
企
業

が
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
問
わ
れ

る
ケ
ー
ス
も
増
加
。

今
回
は
、
外
国
人
雇
用
に
係
る

実
務
対
応
と
留
意
点
に
つ
い
て
、

事
例
を
交
え
て
解
説
。
講
師
は
弁

護
士
法
人G

lobal
H
R
Str

ategy

の
杉
田
昌
平
代
表
弁
護

士
。
午
後
３
〜
５
時
、
あ
い
お
い

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ワ
ー
（
大
阪
市
北
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
共
済
事
業
室
�
６
９

４
４
・
６
３
５
２

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２６
日
、大
阪
府
と
共
催
で「
民

間
事
業
者
向
け
気
候
変
動
適

応
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

国
立
環
境
研
究
所
気
候
変

動
適
応
セ
ン
タ
ー
の
砂
川
淳

氏
が
基
調
講
演
。
日
清
食
品

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、B

io
data

B
ank

、
太
陽
工
業

の
３
社
が
気
候
変
動
に
対
す

る
「
リ
ス
ク
管
理
」
や
「
機

会
と
捉
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

展
開
」
の
実
践
事
例
を
紹
介

す
る
。
午
後
２
時
〜
４
時
３０

分
、大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

◆簿記検定事業 功労者に感謝状
を贈呈
大阪商工会議所は７月２６日、長

年、簿記検定試験において試験委
員などをお務めいただくなど多大
なご尽力を頂戴した方々に対し
て、大商会頭名の感謝状を贈呈し
た。
対象者は次の３人（敬称略）。

佐藤政行、藤崎泰、堀家治代子

◆金融部会
日 時 ９月２６日１５：００～１６：３０
場 所 大阪商工会議所

議題� 副部会長の選任、常任委
員の委嘱

議題� 講演「最近の金融経済情
勢と今後の展望（仮題）」
日本銀行の正木
一博理事・大阪
支店長

問合せ 企画広報室
�６９４４・６３０４

◆外国人留学生採用支援セミナー
将来性ある外国人留学生を戦力

として迎え入れたいと考える中小
企業経営者や人事担当者を対象

に、採用手法や法的手続きを解説
する。また、先進企業２社が定着
支援の事例紹介する。講師は外国
人材の就労資格取得支援で豊富な
実績を持つ岡部国際行政書士法人
の岡部敏昭行政書士ほか。
日 時 ９月３日１４：００～１６：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 研修・採用支援

担当
�６９４４・６４９９

◆健康経営セミナーと個別相談会
大阪府内の中小企業の経営者と

人事労務担当者らを対象に、生活
習慣病の重症化予防について、地
方独立行政法人りんくう総合医療

センターの増田大作・循環器内科
部長が説明。個別相談会では、中
小企業診断士が個別相談に応じ
る。大阪府、全国健康保険協会大
阪支部とともに開催。
日 時 ９月３０日１４：００～１６：１０
場 所 ＡＰ大阪駅前

（大阪市北区）
またはオンライ
ン

問合せ 経営相談室
�６９４４・６４５１

◆大人が楽しむ�京橋・がもよん
オススメ体験２０２５
大阪商工会議所東支部（支部長

�有光幸紀・有光工業会長）は９
月１４日～１０月１３日、「大人が楽し
む�京橋・がもよんオススメ体験
２０２５」を開催する。
これは昨年度に続き３回目の開

催。今年度は、京橋エリ
アの店舗に加え、城東区
（蒲生四丁目中心）の店舗
も参画する。自店の特色

を活かして、
グルメや美
容、健康促進、
ものづくりな
ど、京橋・が
もよんを舞台
に参加者が楽
しめるさまざ
まなプログラ
ムを実施す
る。
問合せ 東支部�６３５８・６１１１

�助成金申請の専門家

東亮介行政書士事務所
�０６・６７３２・８７２５

主に中小企業を対象に、キャリアアッ
プ助成金、持続化補助金など各種助成金
の申請サポートを行っております。また、
建設業・産廃業などの許可申請、外国人
に関するビザ申請、さらに海事関係手続
にも対応。お客様の事業が円滑に進むよ
う迅速な支援を心がけています。

�Fromバングラデシュ�

Ｅ-Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ�
�０６・４７０８・７９０２

世界中に高品質の革製品を提供させて
いただくため、バングラデシュに自社の
革なめし工場と縫製工場を持ち約７００名
のスタッフがワンストップの製造体制で
日々生産活動に励んでおります。バング
ラデシュに革工場をお持ちになった気分
でおつきあいいただければ幸いです。

�ソフト・AI技術開発支援

�ロッケン
�０７２・２３１・９８１５

当社は医療機器ソフト開発に強みを持
ち、IEC62304準拠、AI・3D技術にも対
応。大手メーカーとの共同開発実績を有
し、短納期・低コスト開発を実現。規制
対応コンサルも提供。ソフト・AI開発に
おいて幅広くご支援可能です。

大商側出席者
立野純三副会頭、吉田昌功副会頭、吉
川秀�国際ビジネス委員会副委員長

鳥井信吾会頭

立野純三副会頭

吉田昌功副会頭

吉田昌功副会頭

立野純三副会頭、東和浩副会頭、�瀬
恭子副会頭、本荘武宏副会頭

鳥井信吾会頭

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

井内摂男専務理事

津田潮議員

鳥井信吾会頭

森島弘光国際ビジネス委員長、植本勇
繊維部会副部会長、辰野克彦繊維部会
副部会長
鳥井信吾会頭、舩山徹貿易部会副部会
長、近藤博宣常務理事・事務局長

古川弘成中国ビジネス委員会副委員長

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

高濱悟貿易部会副部会長

吉田昌功副会頭

立野純三副会頭

古川弘成中国ビジネス委員会副委員長

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

森島弘光国際ビジネス委員長、上野裕
明ライフサイエンス委員長

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

岡広史中国ビジネス委員長

高濱悟貿易部会副部会長

岡広史中国ビジネス委員長

鳥井信吾会頭

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

吉田昌功副会頭、�瀬恭子副会頭

黒田章裕副会頭

原田耕太郎議員

鳥井信吾会頭

今村健二中国ビジネス委員会副委員長

事業名

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

福建省ウィークイベント

ナショナルデーイベント

在日フランス政府対外貿易
顧問委員会レセプション

厦門デーイベント

日本ークアンニン省 投資
貿易観光協力フォーラム

ブリティッシュ・コロン
ビア州ウィークイベント

共和国記念日レセプショ
ン

マルケ州ファッションイ
ベント

ナショナルデーイベント

吉林省デーイベント

広西チワン族自治区ウィ
ークイベント

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

チリ海軍エスメラルダ号
艦上レセプション

湖北省ウィークイベント

武漢市デーイベント

グレーター・マンチェス
ターレセプション

煙台市投資促進局イベン
ト

広東省ウィークイベント

ナショナルデーイベント

広東省ウィークイベント

イブニングレセプション

陝西省ウィークイベント

イタリアと日本：未来の
モビリティに向け欧州と
アジアを結ぶ架け橋
英国経営者協会歓迎レセ
プション

ナショナルデーイベント

ナショナルデーイベント

浙江省ウィークイベント

国・地域名

モンテネグロ

インドネシア

アイスランド

ルクセンブル
ク

中国

ルクセンブル
ク

フランス

中国

ベトナム

カナダ

イタリア

イタリア

フィリピン

中国

中国

フィンランド

アイルランド

チリ

中国

中国

英国

中国

中国

タジキスタン

中国

アイルランド

中国

イタリア

英国

アルジェリア

中国

中国

日程

５月２６日

５月２７日

５月２９日

５月３０日

６月１日

６月４日

６月７日

６月９日

６月１２日

６月１４日

６月１５日

６月１８日

６月１９日

６月２４日

６月２７日

６月２８日

７月３日

７月８日

７月１０日

７月１１日

７月１２日

大阪・関西万博
各国・地域主催イベントに正副会頭らが出席

バ
イ
ヤ
ー
に
売
り
込
む
好
機

今
回
は
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

９月開催の講座・研修

外国人材雇用の
ポイントを解説

９月２２日

▼詳細は
こちら

従
業
員
を
守
る

カ
ス
ハ
ラ
対
策

気
候
変
動

適
応
セ
ミ
ナ
ー

機
械
加
工
現
場
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（４）２０２５年（令和７年）８月１０日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８２



大阪商工会議所 ２０２４年度 事業報告
中期計画�挑戦都市 やってみなはれ! 大阪プラン�

１０月、「カーボンニュートラル・チャレ
ンジフェア」を視察する大商の本荘武
宏副会頭

６
月
、
定
例
記
者
会
見
で

「
く
う
ぞ
、
万
博
。」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大

商
の
鳥
井
信
吾
会
頭

７月、定例記者会見に臨む大商の鳥井
信吾会頭、立野純三・東和浩・吉田昌
功・�瀬恭子・芳井敬一・本荘武宏・
相良暁副会頭

１０
月
、
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア

パ
ビ
リ
オ
ン
の
「
リ
ボ
ー

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
展
企
業

発
表
会
」
で
あ
い
さ
つ
す

る
大
商
の
立
野
純
三
副
会

頭

１０
月
、「
在
阪
支
社
長
・
支

店
長
と
の
大
阪
商
工
会
議

所
役
員
・
議
員
と
の
懇
談

会
」
で
講
演
す
る
大
商
の

相
良
暁
副
会
頭

４
月
、「
新
入
社
員
基
礎
講

座
」
で
講
演
す
る
大
商
の

黒
田
章
裕
副
会
頭

１１
月
、「
買
い
ま
っ
せ
�
売

れ
筋
商
品
発
掘
市
」
で
開

会
あ
い
さ
つ
す
る
大
商
の

東
和
浩
副
会
頭

価値創出・課題解決
プロジェクト

１．ものづくり×イノベー
ションプロジェクト

次世代テックフォーラムの運営
AI、モビリティ、新エネルギー

に加え、宇宙ビジネス、Neoマテリ
アルの２つの分科会を新設。
メタバースビジネス創出プラット
フォームの運営
メタバース空間体験ワークショ

ップのほか、関連企業のビジネス
マッチングを行った。
SDGs・ESGプラットフォーム
の運営

展示商談会「カーボンニュート
ラル・チャレンジフェア」「SDG
sカフェ」を実施した。
グリーンイノベーションの推進支
援
環境・エネルギービジネスに関

する情報を提供する研究会やカー
ボンニュートラル分野への参入を
支援するセミナーを開いた。
グローバル・イノベーション・フ
ォーラムの運営
「GIFミートアップ」では、５５社
によるLIVEピッチ等を実施。「G
IFチャレンジ」では、米国展示会
CESやタイ・バンコクの展示会
「SITE」への国内スタートアップ
の出展を支援した。
スタートアップ支援事業の推進
国内外のスタートアップを一堂

に集めたまちなか展示イベントを
新たに開催。大学発スタートアッ
プ事業展開支援プログラムを行っ
た。
町工場ネットワークの拡充・強化
「ものづくり加工ネットワーク

強化交流会」を開催。万博の大阪
ヘルスケアパビリオンに８４社１９テ
ーマの出展が決定し、出展に向け
た展示内容の企画・開発を支援し
た。
MoTTo OSAKAオープンイノベ
ーションフォーラムの運営
大企業が自社の技術課題に対す

る提案を募る説明会を開いた。
繊維・アパレル産業のイノベーシ
ョン促進
「ファッション・イノベーショ

ン展」を開いた。万博の大阪ヘル
スケアパビリオン出展に向け、１７
社４グループの展示内容の企画・
検討を支援した。
産学官によるものづくり振興事業
大学、公設試験研究機関等と連

携し、最新の研究成果の発表会を
開催。「産学官技術相談窓口」を設

けた。

２．ウエルネスビジネス創
出プロジェクト

創薬支援プラットフォームの運営
全国の研究機関やベンチャー等

から創薬案件を募集し、案件と製
薬企業とをマッチングする「DS
ANJ Digital Bio Conference（D
-Bio Digital）」を２回開いた。
医療機器ビジネス支援プラットフ
ォームの運営
「次世代医療システム産業化フ

ォーラム」で、全国の医療現場の
ニーズと企業をマッチングした。
ウエルネスオフィス・プロジェク
ト
「ウエルネスを実現するテクノ

ロジーと空間」をテーマに、万博
の大阪ヘルスケアパビリオンに出
展する２６チーム４０社に対し展示内
容の企画・検討を支援。
大阪スマートヘルスプロジェクト
スマートヘルス分野のスタート

アップ支援と、スマートヘルスを
活用して企業の健康経営推進を支
援する事業を実施。
スポーツ産業の振興
大阪・京都・神戸三商工会議所

連携によるスポーツ産業振興プラ
ットフォーム「スポーツハブKA
NSAI」を運営。企業への就職を希
望するアスリートとアスリート人
材の採用を希望する企業をマッチ
ングするフェアを初開催。
「未来の医療」の推進
「女性医師の負担軽減」をテー

マに「医療機器開発の共創カンフ
ァレンス」を開催。
多国間メドテックアクセラレーシ
ョン事業
豪州の「メドテックアクチュエ

ーター」とともに、医療系スター
トアップを発掘・育成する事業等
を実施した。
医療機器ビジネスの途上国開発支
援
国際協力機構（JICA）と連携し、

バングラデシュを対象に医療分野
ビジネスマッチングセミナーを開
いた。

京阪神三商工会議所ライフサイエ
ンス振興懇談会の開催
「京阪神三商工会議所ライフサ

イエンス振興懇談会」で三商の連
携事業等について意見交換した。

３．都市魅力再構築プロジ
ェクト

都市魅力の再構築
万博開催時のまちなかの取り組

みを一体的に発信する公民連携の
「大阪まちごと万博共創プラット
フォーム」を設置、公式サイトも
開設。万博に向けたまちなかでの

取り組みを紹介する交流会のほ
か、決起集会を開いた。提言「官
民共創による『Ｐ・Ａ・Ｒ・Ｋな
大阪都心』に向けて」の実現を大
阪府・市に働きかけた。「水と光の
まちづくり推進会議」会長団体と
して、「水都大阪コンソーシアム」
の活動や「大阪・光の饗宴実行委
員会」による大阪・光の饗宴の実
施等を支援した。WEBクイズ「な
にわなんでも大阪チャレンジ」を
地方独立行政法人大阪市博物館機
構とともに実施。
グレーターミナミの活性化
「グレーターミナミ活性化シン

ポジウム～地域を輝かせるブラン
ディングとは」を岸和田市で開催。
大阪の食ブランドの向上

多様で実力ある飲食店が集積す
る大阪の魅力を国内外に発信する
「くうぞ、万博。」プロジェクトを
実施。
富裕層の戦略的誘致と滞在交流型
観光の推進
観光コンテンツを旅行商品とし

て販売する際の基礎資料「タリフ」
の作成と販路開拓を支援する講座
を開いた。
商店街集客支援事業の実施
「商店街シンポジウム・大阪」

を実施。「レトロビル商店街集客支
援事業」を新設、あべのベルタ商
店街でイベントを開催した。

４．まちなかリビングラボ
プロジェクト

実証事業の推進
独立行政法人都市再生機構とと

もに、大阪城東部地区における実
証実験の提案を募集し、採択した
企業の実証実験やPRを支援。「実
証事業推進チーム大阪」で、実証
実験が円滑かつ効果的に実施でき
るよう支援した。

リビングラボの推進
独立行政法人都市再

生機構と共同で、UR
都市機構旧森之宮庁舎
等を活用した企業・団
体の実証実験を実施。
都心型オープンイノベ
ーション拠点「Xport」

を運営したほか、「コモングラウン
ド・リビングラボ」の運営を支援
した。

５．２０２５年大阪・関西万博
に向けた事業推進

２０２５年日本国際博覧会開催に向け
た万博協会、国、府・市の動き
大商等で構成する２０２５年日本国

際博覧会大阪パビリオン推進委員
会が出展する大阪ヘルスケアパビ
リオンは、１０月に建築工事が完成
し、開館式・テープカットセレモ
ニーが３月に開催され、鳥井信吾

会頭が参加した。
２０２５年大阪・関西万博に向けた機
運醸成・参画支援

大商の常議員、議員、会員を対
象に、前売り入場チケットの購入
や、ポスター掲示等機運醸成活動
への協力を依頼した。万博関連情
報を各種媒体やブース出展でＰ
Ｒ。全国的な機運醸成に向け、万
博の見どころを紹介する広報素材
を全国商工会議所に提供した。関
西商工会議所連合会に「２０２５年大
阪・関西万博 機運醸成ワーキン
ググループ（WG）」を設置、大阪
・関西万博公式アプリ「EXPO20
25デジタルウォレット」を活用し
たデジタルスタンプラリーを開始
した。万博開催に向けた若手経営
者との懇談を実施した。大商等は
２月、大阪・関西万博の入場チケ
ット等に関する緊急要望を石破茂
首相に対して建議した。万博開催
時の交通円滑化に向けた取り組み
として、９月３０日～１０月４日には、
会期中を想定し、交通混雑への対
応を試行する「TDMトライアル」
を実施。一般交通の抑制や分散、
平準化の取り組みに協力する企業
「万博TDMパートナー」の登録促
進に向けた情報提供や広報活動を
実施した。
大阪ヘルスケアパビリオン出展支
援

大商と公益財団法人大阪産業局
が企画する大阪ヘルスケアパビリ
オン「リボーンチャレンジ」に追
加で出展が決定した出展企業を発
表。週替わりの全２６企画の内容を
メディア向けに発表した。
大商出展企画
▽ウエルネスを実現するテクノロ
ジーと空間～カラダ（フィジカル）
の健康と美容を実現するオフィス
～、～ココロとアタマの健康を目
指したオフィス～▽Series A;セ
レクション～輝く未来社会の創り
手ここにあり～▽サステナブルに
基づく繊維・ファッション産業の
未来共創プロジェクト▽身近な課
題や世界のお困りごとを大阪の町
工場が解決します�

経営基盤強化パッケージ
の推進

１．稼ぐ力強化パッケージ
経営基盤強化
資金繰り等の支援や、「能登事業

者支援センター」への応援派遣を
実施した。マル経融資の推薦、小
規模事業者持続化補助金の申請支
援、BCP（事業継続計画）の策定
支援等を実施。「会員交流大会」「在
阪支社長・支店長と大阪商工会議

所役員・議員との懇談会」等を開
いた。

事業再生・事業承継支援
大阪府中小企業活性化協議会や

大阪府事業承継・引継ぎ支援セン
ターで相談支援を実施した。
収益力の強化
デザイン思考を用いた実践的研

修、デザイン経営に基づく商品開
発支援等を実施した。
生産性向上
一次的な相談窓口「ITコンタク

トデスク」で課題に応じた支援メ
ニューを紹介したほか、専門事業
者によるITサポートサービス等
を実施した。「商工会議所サイバー
セキュリティお助け隊サービス」
を全国に展開した。

２．人的資本強化パッケージ
社会人の学び直し支援
大阪公立大学等と連携してセミ

ナーを開いた。
多様な人材の活躍推進
「ブルーローズ表彰」を実施。

キャリアデザインや仕事と育児の
両立をテーマに研修を実施した。
若手人材の確保・活躍推進
「ツナガル若手共創プロジェク

ト」を新規開講、「若手社員キャリ
アデザイン塾」「大学等と企業との
就職情報交換会」等を開いた。
中小企業の人材育成支援

公開講座を１４９講座開催。大商主
催の「メンタルヘルス・マネジメ
ント検定」「ビジネス会計検定試
験」や日商簿記等の検定試験を施
行した。優良商工従業員表彰を実
施したほか、大阪企業家ミュージ
アムで特別展示を実施した。

３．商流創造・グローバル
展開パッケージ

商談会の開催

「大阪勧業展」「買いまっせ�売
れ筋商品発掘市」「ザ・ベストバイ
ヤーズ」「大阪クリエイトフェア」
等を実施した。
ザ・ビジネスモールを活用した商
談機会の創出
「ザ・ビジネスモール」を、全

国の商工会議所・商工会等と共同
運営。「BMイベント」ページを新
規開設した。
万博関連受発注支援サイトの運営
万博に関連する商取引を支援す

る万博関連受発注支援サイト「万
博商談もずやんモール」を運営。
「BM万博商談」と自動連係し全国
での取引活性化を支援した。

日本アセアンビジネス促進プラッ
トフォーム
「販路開拓・拡大」「スタートア
ップ」「グリーン」の３分野を中心
に商談会やピッチイベントを実施
した。新たに、アジア圏の外国人
材活用をテーマにシンポジウムを
開いた。
グローバル化支援

「グローバルサウス等新興国ビ
ジネス研究会」を新たに設置した。
G7在日商工会議所とのラウンド
テーブル会議を初めて開いた。独
立行政法人日本貿易振興機構と包
括連携協定を締結した。

インフラ整備、提言・要望
都市インフラの整備促進
「北陸新幹線早期全線開業実現

大阪協議会」では北陸新幹線の早
期全線開業について、「北陸・関西
連携会議」では北陸と関西の広域
周遊観光やビジネス交流を促進
し、能登半島地震からの復旧・復
興を後押しするとともに、敦賀～
大阪間の一日も早い着工につい
て、「リニア中央新幹線建設促進経
済団体連合会」では東京～名古屋
間の早期整備、特に静岡工区の早
期着手等について、「関西高速道路
ネットワーク推進協議会」では淀
川左岸線（２期）を含む６路線の
早期整備や予算確保等について、
「関西国際空港全体構想促進協議
会」ではインバウンド増加に伴う
近隣地域の観光促進の取り組み等
への支援について、それぞれ関係
省庁に要望書を建議した。
国・自治体等への政策提言・要望
活動の実施
「中堅・中小・小規模企業対策

に関する要望」「関西圏におけるラ
イフサイエンス産業振興にかかる
要望」「税制改正に関する要望」「第
２次石破内閣に望む」「大阪府・大
阪市の２０２５年度予算・税制等への
要望」等を建議した。
植田和男日本銀行総裁等政府要

人らとの懇談会、大阪府・大阪市
・経済３団体首脳による意見交換
会を開いた。

支部での取り組み
小規模事業者・中小企業への経

営相談、マル経融資の推薦等を実
施した。また、各支部の地域ニー
ズ・特性に応じた産業振興事業や
地域活性化事業を実施した。

組織基盤の強化
事業広報については、機関紙「大

商ニュース」「大商メールステーシ
ョン」のほか、ホームページで情
報提供した。
組織基盤の強化では、新規加入

件数２，０００件を目標に会員増強運
動を展開した結果、新規加入件数
は２，５７９件、年度末の会員数は３万
１，９４１件となった。

１０月、Ｇ７在日商工会議所ラウンドテ
ーブル会議に大商から鳥井信吾会頭と
６人の副会頭らが出席
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会場内から回収し
た生ごみを発酵させ
てできる「バイオガ
ス」中のＣＯ２と再生
可能エネルギー由来
の水素から、メタン
を合成する「メタネ
ーション」を見学。カ
ーボンニュートラル
な燃料「ｅ―メタン」
を製造する様子を分
かりやすく解説。

展示ブースでは、
独自のＣＯ２吸収液
と低温を用いた装置
による大気中ＣＯ２

の回収試験を実施。
新方式のＣＯ２回収
装置（ＤＡＣ）や回
収されたＣＯ２が低
温によってドライア
イスになる様子を見
ることができる。 提供：大阪ガス

提供：名古屋大学則永研究室

大阪・関西万博 見どころ紹介 未来社会ショーケース

未来の都市ガス「ｅ̶メタン」低温を用いた空気中ＣＯ２の回収

（６）２０２５年（令和７年）８月１０日 日曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３８２特 集


